
子どもたらの教育目標ですが、私たち職員も生き生きとし、にこにこしながら子ども

たちにかかわっていきたいと患います。名張市内どこからでも通える学校（特認校）と

して、国津のよさを教育として子ともたらに提供することが使命です。がんばります。

間係になることだと患います。遮膚なく■を届けてください。お願いします。

学

学 年 1 2 こう 4 5 6 合 fj■1－

男 ／ 3 二】 2 2 1 1 ヾ

女 2 2 こう 1 4 ∵ 1 ㌔′1

計 9 n rう 1 3 6 こう 3　2
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20　0　8年度国津小学‡交の学校教育目標
く目指す学校像＞

＜学校教育口標＞

＜めざす千ども像＞

・進んで取り組む子 ・仲よくできる子　　　　　 ・素直で明るい子

（自主性、積極性、実行力） （思いやり、協力、信軌 人権尊重） （明朗、誠実、健康）

l

＜重点R標＞

経　　　営

◎児幸・教職員・保護者のアンケー

ト結果で、総合的満足度が80％

得られることを目指す。そのため

に、児童・教職員・保護者、相互

の人間的な心のふれあいを深め、

明るく生き生きとした温かく楽

しい学校経営・学級経営に努め

る。

◎地域・家庭との連携を深め、特認

校として特色のある学校づくり

を目指し、児童・教職員・保護者

の特色満足度80％を目指す。そ

のために地域の教育力を毎学期

学年に応じて活用し、地域の「ひ

と・もの・こと」を生かした、特

色ある教育活動を創造する。

指　　　導

◎年度末の算数科学力調査で、す

べての児童が昨年度より2ポ

イント以上向上すること、また

学校平均が全国平均を上回る

ことを目指す。そのために平素

の授業の充実といきいきタイ

ムの活用に重点を置き、個々の

弱みの克服や、更なる発展を目

指し、職員一丸となって取り組

む。

◎意欲を持って主体的に学習や

活動に取り組めたという児童

が80％を超えることを目指

す。そのために、複式学級の授

業及び諸活動において、夢中に

なって取り組める学習活動を

創意工夫し、捏供する。

㌢
萱
葦
茅
沼
銅
潤
蛋
摘
摘
雛
馴
調
紅

地域の「ひと・もの・こと」を活かし、少人数移ろで膳の軟膏を蔓串

に、以下のことを本校の指導の椎乍〇、昨年席末の譲額に対す

与取り組み＝｝にし手す。

⑳一人ひとりを生かす搾叢・わかる搾薫に零助手す。

・普段の授業、複式の授業を個に応じた決め細やかな指導

を大切に進めます。

・水曜日　5時間目「いきいきタイム」で、算数の弱点克

服、発展学習を、個々に応じて取り組みます。

⑳読書の時間を大切にし手書。

火木に朝の読書の時間を設けます。

⑳主体性を育てる活動の充実を周り書す。

・複式授業の中で、自分たらで学習できる力を音成します。

・地土或を生かした特色ある学習や児童会活動、学校行事で

主体性を培っていき、修学旅行やキャンプを、培われた

主体性の発揮の場とします。

⑳コミュニケーションカを膏成し手す。

ライフスキル学習を系統的、継続的に取り組みます。

学級集団つくりを更に大切にしていきます。

■教師と保誰着の鸞思疎通を士弓に大切にし手す。

・お会いしたときには今まで以上に積極的に子どもの様子

を伝え、家庭での様子も聞かせていただき、連携を太く

します。

・「子とも・保護者アンケート」を生かし、改善につなげま

す。

■子ともの心を深くつかみ、親身な対応に零助手す。

・担任はもちろん、保健室を悩みや相談の拠点として、全

職員で一人ひとりの子どもの心をつかみ、安心できる学

校づくりを進めます。
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